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　The oil panic that occurred in the 1970’s caused a substantial change for the economic 
society in Japan.　The heavy industry suffered from the sudden rise in price of natural 
resources, and a advanced processing industry grew up.　And, it was expected that the 
production of service increased more than goods, and software became more important than 
hardware. 
　In the heavy industry predominant age, the so-called it,  “Man’s era”.　But, it was said that 
if the production of software and the service commodity increases, the “Woman’s era” would 
come because the woman was suitable for production in the field. 
　And now, 30 years later, “Man and woman cooperation” is being requested in both work 
and life. However, the idea that  “man works outside the house, and woman in the house”, that 
means gender role of the man and woman, still remains. 
　Under this idea, it is after the Industrial Revolution that the woman did not work but was 
a housewife who does only housework.　The Industrial Revolution changed the situation 
where the home was the place of production and consumption and it became the place of 
just consumption.　It is also said that the woman were confined there.　In this paper, I will 
examine how the woman got into a domestic life in the course of industrialization following the 
Industrial Revolution. 
Key words：Industrial Revolution（産業革命），man’s era（男の時代），woman’s era（女の時代）






























































































































































































































































子率が 5％なら資本の回収に 20 年かかるし、4％なら






























































給 40 シリングから 120 シリングを毎週家庭にもたら
した」と記し、木綿工業の生産力を 3 倍に増やした










は、1813 年にはイギリス全土に 2,400 台しかなかった































































GNP（1900 年価格）は、1830 年に 28.6 ポンド、50 年












　1750 年に 650 万人であったイングランドとウェー
ルズの人口は、50 年後には約 40％増加して 900 万人

















































































　徒弟というのは、成年にいたる 7 ～ 10 年を成人労
働者の 10 ～ 30％の賃金で親方（工場主）に拘束され
る男女を問わない若年労働者のことで、その存在が全
体の低賃金のもとになっていた。それに対して 1802








　1819 年工場法は 9 歳未満の労働禁止、16 歳以下の
12 時間労働を規定するとともに、政府派遣の工場監
督官を置くことによってその徹底をはかった。さらに
1833 年工場法は 13 歳以下の子どもの労働時間を 9 時



















































































































ように説明する。「2 ポンドの砂糖を買った 2 マルク
は、2ポンドの砂糖の価格である。12 時間分の労働の



























































































































































































































   1853    1863    1873    1883    1893    1903
 小学校児童数    392    797    1679    3273    4226    5177
 6-12 歳人口    3204    3560    4106    4758    5295    5463










































































































































































からである。1 人の召使いを雇える年収は 200 ～ 300
ポンド。300 ポンドを超えるともう 1 人雇うことがで








れる。それを 52 倍した年収は 1,664 シリング（1 ポン





者（102.2 万世帯、年収 48 ポンド）、農・鉱業労働者（74.2
万世帯、年収 45 ポンド）、陸海軍兵卒（12 万世帯、年収
38ポンド）、船員（8万世帯、年収45ポンド）、非救済民（38.7
万世帯、年収 10 ポンド）。350 万世帯に占めるこれら世
帯の比率は 63.7％である。これらに比べれば年収は高
いがそれでも 120 ポンドにすぎない借地および下層自





















 エンゲルスの数値  ミッチェル・ディーンの数値
 人 数  比 率  女子倍率  人 数  比 率  女子倍率
18 歳 未 満 男 子
　　 同 　 女 子
成 人 男 子
成 人 女 子
    80.7
   112.2
    95.6






















































































































































































給が 15 ～ 20 シリング、上等のモスリンを織る場合は






















14）第 1，2 図から、1830 年には人口 1,390 万人、GNP3
億 9,700 万ポンド、50 年には人口 1,790 万人、GNP5










































































既婚女性の 4 人に 1 人が職に就いていたが 1911 年に













い。18 世紀の後半で男の初婚年齢は 39.9 歳だったと
いう（角山〔6〕p.317）。
48）村岡・木幡〔15〕p.13（原資料：P.Colquhoun,  A Treatise 
on the Wealth, Power, and Resource of the British 
Empire, 1814)。反対に年収が高いのは王族4万ポンド、
貴族 1 万ポンド、ジェントリー 800 ～ 5 千ポンドであ
る。
49）しかしながら、20 世紀に入っても 13 ～ 14 歳で学校
を終える貧困家庭の女子にとっては、家事使用人は唯
一の職業であった。その使用人にも序列があり最も低
いものでは週給 1 ～ 5シリングであった。
50）エンゲルス〔2〕p.213。ここに掲げた数値は、エンゲ




場労働者は男子が 17.7 万人、女子が 24.2 万人である。
これに対して『マクミラン歴史統計（1）』によると、
1841 年の製造業従業者は男子 181.6 万人、女子 63.9
万人である。製造業労働者のうち、工場労働者は男子
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